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今回の表紙は今回の表紙は　　

ピヨピヨ広場ピヨピヨ広場

　令和５年１２月にオープンしたかる　令和５年１２月にオープンしたかる

まい文化交流センター（宇漢米館） 、まい文化交流センター（宇漢米館） 、

１階 子育て広場内 軽米町子育て支援１階 子育て広場内 軽米町子育て支援

ひろば（ピヨピヨ広場）では、毎月様々ひろば（ピヨピヨ広場）では、毎月様々

なイベントが開催されています。イベなイベントが開催されています。イベ

ント時だけでなく、日常的にも利用すント時だけでなく、日常的にも利用す

る親子は、笑顔があふれ、楽しそうにる親子は、笑顔があふれ、楽しそうに

交流しています。交流しています。

議員定数条例の改正議員定数条例の改正
☞　☞　９月定例会　９月定例会　９月定例会採決結果９月定例会採決結果

☞　☞　９月定例会　９月定例会　一般実問に６人登壇一般実問に６人登壇

☞　☞　インタビューインタビュー「かるまい町に住んでみて」「かるまい町に住んでみて」

主な内容主な内容

☞☞　　特集特集

県立高校再編計画県立高校再編計画

1414

1515

2424

２２

６６



3 2かるまい議会だより〔令和７年９月定例会号〕 かるまい議会だより　№ 243　2025.11.12 発行

特集①
県立高校再編計画

軽
米
高
校
は
２
学
級
が
１
学
級
に
減

軽
米
高
校
は
２
学
級
が
１
学
級
に
減

４
年
連
続
で
定
員

４
年
連
続
で
定
員
4040
人
を
割
る

人
を
割
る

ど
う
な
る
中
高
一
貫
教
育

　

岩
手
県
教
育
委
員
会
は
、
次
期
県
立
高
校
再
編
計

画
（
当
初
案
）（
２
０
２
６
～
３
５
年
度
）
を
公
表

し
、
軽
米
高
校
は
来
年
度
か
ら
２
学
級
が
１
学
級
減

の
、
１
学
年
１
学
級
（
定
員
40
人
）
と
な
り
ま
す
。

　

県
立
高
校
の
学
級
編
成
は
、
志
願
者
が
１
学
級
定

員
（
40
人
）
以
上
の
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
は
、
学

級
減
を
検
討
す
る
と
い
う
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

軽
米
高
校
へ
の
入
学
者
数
は
、
定
員
80
人
に
対
し

令
和
４
年
が
38
人
、
５
年
が
37
人
、
６
年
が
35
人
、

７
年
が
31
人
と
、
４
年
連
続
で
40
人
以
上
の
欠
員
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

県
教
委
は
、
地
域
検
討
会
議
や
意
見
交
換
会
等
を

開
催
し
、
来
年
４
月
ま
で
の
計
画
決
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

軽
米
高
校
の
存
続
に

１
千
万
円
超
の
支
援

　
町
で
は
、
軽
米
高
校
の

教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
継
続
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

副
食
給
食
の
提
供
及
び

給
食
費
半
額
助
成
や
月

２
万
円
を
上
限
と
し
て
利

用
し
た
バ
ス
運
賃
の
助

成
、
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
の
混
乗
、
近
隣
市
町

村
か
ら
の
通
学
用
タ
ク

シ
ー
の
手
配
、
町
外
か
ら

の
下
宿
者
に
対
す
る
支

援
と
し
て
下
宿
費
用
月

３
万
円
、
親
戚
宅
に
は
月

１
万
５
千
円
を
上
限
に
支

援
の
ほ
か
、
７
年
度
か
ら

は
新
た
に
制
服
一
式
の
購

入
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
に
お
け
る
補
助
金

は
、
令
和
５
年
度
決
算
で

約
１
２
０
０
万
円
、
６
年

度
決
算
で
約
１
４
０
０
万

円
、
７
年
度
予
算
で
は

１
５
０
０
万
円
余
と
、
他

市
町
村
で
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
１
千
万
円
を
超
え

る
支
援
を
行
い
、
軽
米
高

校
の
存
続
、
２
学
級
確
保

に
全
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

全
職
員
で
個
別
に

手
厚
い
指
導
を

　
軽
米
高
校
の
魅
力
、
特

色
は
、
県
内
で
も
先
進
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
コ
ー

ス
別
学
習
で
す
。

　

進
学
コ
ー
ス
、
就
職

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
県
内
で

は
軽
米
方
式
と
し
て
他
の

小
規
模
校
の
模
範
と
な
っ

て
お
り
、
数
多
く
の
実
績

を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

軽
米
高
校
で
は
、「
進

路
も
多
様
化
し
て
い
る
の

で
、
一
斉
指
導
で
は
対
応

で
き
な
い
た
め
、
全
職
員

で
個
別
に
手
厚
い
指
導
を

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
が
、
実
際
は
中
学
生
に

う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
中
学
生
の

意
見
を
聞
く
と
、
勉
強
で

も
部
活
動
で
も
同
じ
志
を

持
っ
た
人
が
多
い
と
こ
ろ

で
高
校
生
活
を
送
り
た
い

と
言
っ
て
い
る
人
が
い

る
。
志
願
者
数
を
増
や
し

た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、

マ
イ
ナ
ス
な
状
況
か
ら
抜

け
出
せ
な
く
て
、
模
索
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

軽米高校　ＰＲ用ポスター

令和７年度小中学校・高等学校一覧＜軽米町＞（R7.5.1 現在）　　単位：人
軽米中学校から軽米高校への入学率推移

軽米高校への
入学年度

平成

28年 29 年 30年 31年
令和
2年 3年 4年 5年 6年 7年

軽米高校
入学者数 ( 人）

46 39 42 44 42 44 34 34 27 30

軽米町中学校
卒業生数 ( 人）

69 76 64 74 63 67 68 64 50 64

軽米高校への
入学率（％）

66.7 51.3 65.6 59.5 66.7 65.7 50.0 53.1 54.0 46.9

風雪に耐え

大いなる 未来を拓かん
校是

厳しい現状に向きあっても、自分の志を決してあきらめることなく、

未来を切り開く強い意志を持つ人間の育成を目指す。

■ 生活信条〔軽高三本柱〕
「時間の厳守」

「挨拶の励行」

「掃除の徹底」
軽米高校の生活の根幹として代々受け継がれています。

軽米高校

軽米高校　　　　　　　30 人

二戸管内の高校　　　　11 人

その他県内の高校　　　 ７人
（盛岡第一高校他）

八戸市内の高校　　　　 ６人
（八戸高校他）

県外の高校　　　　　　 ４人

軽米中学校卒業生の
主な進路状況（令和７年３月）

聞
い
た
り
、
中
高
一
貫
教

育
に
伴
い
軽
米
中
学
校
と

軽
米
高
校
間
で
実
施
さ
れ

て
き
た
高
校
入
試
（
連
携

型
入
試
）
に
つ
い
て
も
、

１
学
級
40
人
定
員
と
な
っ

た
場
合
、
仮
に
軽
米
中
学

校
か
ら
40
人
以
上
の
生
徒

が
受
験
し
た
場
合
の
受
け

入
れ
な
ど
、
検
討
が
必
要

な
点
が
出
て
き
た
り
と
、

課
題
に
つ
い
て
整
理
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
、
軽
米
高
校
の
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
そ
の
良

さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
高
校
再
編
計
画

の
中
で
の
中
高
一
貫
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
郷
土
に
対
す
る
理

解
を
図
り
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
す
る
能
力
と
態
度

を
養
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
実
績
を
重

ね
な
が
ら
、
多
く
の
成
果

を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
町

民
の
方
か
ら
「
中
高
一
貫

教
育
の
中
身
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
を

　
町
で
は
、
平
成
13
年
度

か
ら
軽
米
地
域
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
を
導
入
し
、

町
内
中
学
校
と
軽
米
高
校

と
の
中
高
６
年
間
を
通
じ

た
系
統
的
・
継
続
的
指
導

を
実
施
し
、
生
徒
の
個
性

の
伸
長
、
学
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
を
通
じ
て

地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

児　童　生　徒　数 学 級 数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特支 計 通常 特支

小学校 40 40 39 38 45 48 13 263 16 7

中学校 52 51 58 6 167 6 3

高校 31 33 36 100 6

（※特支：特別支援学級）

軽米高校の魅力を

発信しています！

詳しくはこちらから⇨
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ぎかいの視点

支援体制の見直し急務

　ついに軽米高校も 1 学級減の定員
40 人となる。このことは、４年連続
で定員割れし、今後も回復の見込みが
ないという県教委の判断で、管理運営
規則に基づくものとのこと。
　町からの軽米高校への支援は、県内
どこにも負けていない。
　軽米中からの入学者減をどのように
とらえて、町の支援体制の見直しが急
務ではないか。

１
学
級
増
の
西
和
賀
町

高
校
支
援
を
視
察

い
わ
て
留
学
で

　
　

  
町
外
入
学
者
増

　
総
務
教
育
民
生
常
任
委

員
会（
本
田
秀
一
委
員
長
）

は
、
７
月
28
日
に
、
今
年

度
１
学
級
増
と
な
っ
た
西

和
賀
町
の
取
り
組
み
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

西
和
賀
高
校
は
、
習
熟

度
に
合
わ
せ
た
少
人
数
の

授
業
や
県
外
の
生
徒
を
受

け
入
れ
る「
い
わ
て
留
学
」

な
ど
に
力
を
入
れ
、
町
外

か
ら
の
志
願
者
が
増
え
て

昨
年
度
、
定
員
40
人
を
上

回
る
44
人
が
入
学
し
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
岩
手
県
教

育
委
員
会
は
、
今
年
度
の

１
年
生
の
定
員
を
２
学
級

80
人
に
増
や
す
異
例
の
措

置
を
取
り
ま
し
た
。

40
人
定
員
を
35
人
へ
の
検
討
を

　
次
期
県
立
高
校
再
編
計

画
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
県
に
よ
る
地
域
の
代

表
者
等
と
の
地
域
検
討
会

議
で
の
当
町
関
係
者
の
主

な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
１
学
年
２
学
級
維
持

は
重
要
で
あ
り
、
教
員
数

や
部
活
動
等
、
教
育
環
境

な
ど
に
影
響
が
あ
る
」「
１

学
級
定
員
を
40
人
か
ら
35

人
に
検
討
い
た
だ
き
た

い
」「
高
校
生
は
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的

に
参
加
し
て
お
り
、
町
の

活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
。
高
校
ま
で
地
元
で
生

活
す
る
と
、
そ
の
土
地
に

愛
着
も
わ
き
、
定
着
率
も

高
ま
る
」
な
ど
。

　西和賀町と西和賀高校は、10 年

以上前から行政・議会・学校・地域

が協議し、高校魅力化を推進。高校

の考えを聴取し、町教委（町）の考

えを共有して、公営塾・探究・学生寮・

様々な取り組みを取り入れ、その結

果、令和 7 年度入試から定員が 80

人へ倍増。県立高校での定員増は過

去 20 年で初めてとの事で、教育長

の考えに感動した。

　西和賀町では専門コーディネー

ター配置や探究学習・創造塾の充実、

検定料補助（検定料は何度でも助成）

や公営塾での無料学習支援に加え、

通学費や寮費助成など生活面でも多

面的かつ手厚い支援を行っている。

教育委員会と学務課を通じ学ぶこと

ができ、軽米町としても高校との連

携をさらに強化していきたいと思っ

た。

　西和賀高校は、住民、行政、町議

会が一体となって魅力ある学校づく

りに取り組み、その結果、募集定員

が倍増になったという。これから

先、多くの生徒に西和賀高校を選ん

でもらうための努力が必要になって

くる。今回の研修を通して、小規模

校には、小規模校の良さがあると学

んだ。町ぐるみで良さを発信してい

くことが大切である。

考えに感動考えに感動 連携の強化を連携の強化を 小規模校の良さ小規模校の良さ

〔田村 せつ副委員長〕〔田中 祐典委員〕〔茶屋 隆委員〕

認
定

可
決
令
和
６
年
度
一
般
ほ
か
全
会
計
決
算

議
員
定
数
を
12
人
か
ら
10
人
へ
削
減

　

９
月
（
第
18
回
）

定
例
会
が
、
９
月
１

日
か
ら
12
日
ま
で
の

12
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
、
令
和
６
年
度

一
般
・
特
別
、
水

道
・
下
水
道
事
業
会

計
の
決
算
の
議
案
６

件
を
認
定
し
た
ほ

か
、
教
育
長
、
教
育

委
員
任
命
へ
の
同
意

や
一
般
、
水
道
・
下

水
道
事
業
会
計
の
補

正
予
算
３
件
、
条
例

改
正
１
件
、
財
産
の

譲
渡
１
件
、
財
産
の

取
得
１
件
の
議
案
６

件
に
つ
い
て
可
決

し
、
発
議
案
の
意
見

書
１
件
、
議
員
定
数

の
条
例
改
正
１
件
に

つ
い
て
も
可
決
し
ま

し
た
。

　

議
員
定
数
削
減
と

令
和
６
年
度
決
算
に

つ
い
て
、
次
ペ
ー
ジ

か
ら
紹
介
し
ま
す
。

一般
会計

７１億５，３２２万円

６７億　　４６８万円

歳入

歳出

依存財源

国・県からの収入・

借入金などの財源

67.1％

義務的経費

支出が義務づけら

れた経費

43.5％

県からの

補助金

国からの

補助金

国からの普通交付税、

特別交付税

基金からの

繰り入れ

他 会 計 へ

繰り出し

一部事務組合等への負担金

や民間への補助金 借入金の

返済

町職員の

給与共済費

被扶助者に支給さ

れる福祉の経費

社会資本の整備に

要する経費

7.8％

投資的経費

町 民 税・ 固 定

資産税などの

税金

自主財源

町で集めた財源

32.9％
借入金

西和賀町からの説明を受ける

西和賀町役場庁舎前

地
域
検
討
会
議
で
の
意
見

９月（第 18回）定例会

町税などの自主財源　３３％
国・県等の依存財源　６７％

消費的な支出

旅費・公債費等
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特集②
議員定数条例の改正

次
期
選
挙
か
ら
議
員
10
人
に

議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
を

　
９
月
定
例
会
最
終
本
会
議
で
、
議
員
定
数
を
12
人
か
ら

２
減
の
10
人
と
す
る
条
例
改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。
令
和
９
年
４
月
に
予
定
さ
れ
る
次
期
町
議
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

定
数
削
減
は
、
14
人
か
ら
12
人
の
２
減
と
な
っ
た
令
和

元
年
５
月
の
改
正
以
来
で
す
。

　

町
議
会
は
、
令
和
５
年
６
月
議
会
で
、
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
（
細
谷
地
多
門
委
員
長
、議
長
を
除
く
11
人
）

を
設
置
し
、
議
会
改
革
に
関
し
、
幹
事
会
を
13
回
、
本
委

員
会
を
14
回
開
催
し
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
最
終
的
に

議
員
定
数
と
報
酬
を
重
点
項
目
に
取
り
上
げ
、
定
数
減
と

報
酬
の
引
き
上
げ
を
要
望
す
る
こ
と
で
結
論
付
け
ま
し

た
。

議
員
自
ら
厳
し
い
環
境
に

　

議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
は
、
紫
波
町
議
会
へ

の
視
察
、
農
業
委
員
や
農

業
・
商
工
団
体
等
と
の
意

見
交
換
を
重
ね
、
多
く
の

方
々
か
ら
厳
し
い
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
解

消
の
ハ
ー
ド
ル
や
環
境
が

あ
ま
り
に
も
厳
し
す
ぎ
、

「
今
の
仕
事
と
の
両
立
が

難
し
い
」「
議
員
報
酬
が

低
す
ぎ
る
た
め
生
活
で
き

な
い
」「
選
挙
に
お
金
が

か
か
る
印
象
が
あ
る
」「
特

に
若
い
世
代
や
女
性
か
ら

の
議
会
参
画
は
理
想
で
現

実
は
ほ
と
ん
ど
無
理
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
町
民
の

意
見
を
踏
ま
え
、
報
酬
の

見
直
し
と
、
議
員
自
ら
厳

し
い
環
境
に
身
を
置
き
、

定
数
減
を
行
う
と
結
論
付

け
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
議　案　名

田
中
　
祐
典

甲
斐
　
鉦
康

上
山
　
　
誠

西
舘
　
徳
松

江
刺
家
静
子

中
村
　
正
志

田
村
　
せ
つ

茶
屋
　
　
隆

大
村
　
　
税

細
谷
地
多
門

本
田
　
秀
一

松
浦
　
満
雄

賛
成

反
対

結
果

発議案②軽米町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例

（定数を２人減とし 10 人とする改正案）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ × 8 2 可決

（※）議長は通常、採決にはくわわらない。

表決一覧（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

報
酬
25
万
円
以
上
に

　
町
議
会
は
、
低
額
な
議

員
報
酬
の
引
き
上
げ
を
山

本
町
長
に
要
望
し
ま
し

た
。

　

町
の
議
員
報
酬
は
、

22
年
前
の
平
成
15
年
に

20
万
５
千
円
で
し
た
が
町

行
政
改
革
大
綱
に
よ
り

幾
度
の
減
額
改
定
を
実

施
し
、
19
年
に
現
行
の

19
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

委
員
会
で
は
、
若
い
人

や
女
性
な
ど
、
幅
広
い
層

の
方
々
が
参
画
で
き
る
よ

う
報
酬
を
月
額
25
万
円
以

上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

決
定
し
町
に
要
望
し
ま
し

た
。

町村名 人口（人）議員定数（人）議員報酬（円）

紫波町 32,730 18 300,000

矢巾町 26,157 18 240,000

一戸町 10,755 14 240,000

岩手町 11,678 14 239,000

雫石町 15,145 16 238,000

山田町 13,990 14 216,000

大槌町 10,564 12 216,000

金ヶ崎町 15,100 16 212,000

洋野町 14,887 16 211,000

葛巻町 5,349 10 211,000

岩泉町 7,929 14 210,000

平泉町 6,775 12 203,000

住田町 4,708 12 196,000

軽米町 7,987 12 195,000

西和賀町 4,754 12 191,000

田野畑村 2,910 10 170,100

普代村 2,319 10 170,000

野田村 3,921 10 169,000

九戸村 5,145 12 165,000

岩手県内町村議会の比較
（令和６年７月１日現在）

チーム議会の意見を町政へ

〔発議案第２号〕

軽米町議会の議員の定数を定める条例の一部改正

可
決

討　　　　　論

最終本会議の後、議長は報酬等の
引き上げを要望しました

賛  

成

　議員削減は、町民個々の声が届かなくなると

いうが、これからの時代は、各議員が住民の声

を共有し、議論を戦わせながら、チーム議会と

しての意見を町政に反映し、議会の活性化を目

指すべきだ。

中村正志議員

社会情勢の変化に対応した議員定数
　概ね人口７５０人程度に一人の議員定数で議

会運営を行ってきた。削減案のとおり、定数を

２人減らし１０人とした場合、議員一人当たり

の人口が７７４人となる。人口減少の推移から

見ても妥当な削減数であると思われる。

茶屋隆議員

反
対

　地方分権改革が進むなか議員の役割と責任が

大きくなっている。人口減少や高齢化の時代に

向け、多様な意見を生かしていく議会にすべき

であり、議員のなり手不足を定数削減と報酬引

き上げに求めることに反対である。

江刺家静子議員

多様な意見を生かすべき
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令和６年度　一般会計決算の認定

かるまい文化交流センター（宇漢米館）かるまい文化交流センター（宇漢米館）
オープニングイベントに町内外から５, ７１５人

　
か
る
ま
い
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
（
宇
漢
米
館
）
は
、

令
和
５
年
７
月
25
日
に
完

成
し
、
準
備
期
間
を
経
て

12
月
１
日
に
開
館
し
ま
し

た
。
６
年
度
は
、
実
質
的

な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ヤ
ー

と
な
り
、
多
様
な
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
度
中
に
宇
漢
米
館

を
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、

５
万
２
９
９
７
人
、
そ
の

内
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
へ
の
来
場
者
は

５
７
１
５
人
で
し
た
。

・各種保守点検業務委託料　　　　    １, ８６３万円

・人件費等（会計年度任用職員分）　  ２, ２４３万円

・光熱水費　　　　　　　　　         　１, ４１７万円　他

《主なイベント》（）内は来場者数

・映画上映会「劇場版ハイキュー！！ゴミ捨て場の決戦」

（369 人）

・第１回軽米のど自慢大会（330 人）

・出張！なんでも鑑定団 in 軽米（330 人）

・軽米町 Sweets Festa!（1,000 人）

・米国空軍太平洋音楽隊パシフィック・トレンズ

コンサート（326 人）

・陸上自衛隊第９音楽隊コンサート（375 人）　　　など

（）内は来場者数

・伊藤多喜雄＆ TAKiO BAND コンサート（１８８人）

・わらび座ミュージカル「青春（アオハル）するべ！」

（１６３人）

・新沼謙治コンサート（２回公演）（６６９人）

・町民劇「一月のほたる」（２６９人）

・４回の映画上映会（65 人、184 人、143 人、122 人）

ぎかいの視点

宇漢米館のイベントへの参加を

　６年度は、各団体の事業、イベント
等が開催され、予想以上の多くの方が
利用した。今後も、行政・町民・各団
体が連携して取り組み、継続が必要。
そのためには、地域おこし協力隊、地
域おこし専門員の協力、活躍が大切で
はないでしょうか。
　そして、宇漢米館を利用する人のた
めには「いまるカフェ」のオープンは
重要な役割を果たしていると思う。
　町民の皆さん、宇漢米館のイベント
にこぞって参加しましょう！

○施設管理運営費　　６，３４６万円

○オープニング記念イベント

４４２万円

○軽米町文化協会開館記念事業補助金

７７３万円

ぎかいの視点

出生者数増にさらなる支援を

　少子化が止まらない中、出生数が増
えた。喜ばしいところである。
　第１子は、何かと物入りである。祝
金のアップも期待する。
　町では、高齢者が安心して暮らして
いく為様々な福祉事業の推進に取り組
んでいる。中でも、今年度は移動支援
に力を入れていくという。移動手段の
ない高齢者は助かるのではないでしょ
うか。

子育て・福祉

６年度は 31 人生まれました

５年度より 13 人増えました

《保育園の遊具、エアコンの整備》

４，８４５万円

10 組のカップル　　商品券・現金各５万円

（５年度は６組で、４組の増となりました）

　支給対象者は、夫婦ともに軽米町に住所を有し、

婚姻後１年以上軽米町に居住する意志がある方です。

１００歳到達者　９人（＋３人）　２０万円

９０歳到達者　   76 人（＋ 22 人）　  ３万円

※（）内は５年度比

　　第１子　　   15 人　    ３万円の商品券

　　第２子　　   13 人　    ５万円の商品券

　　第３子　　　４人　　商品券・現金各５万円

　　第４子以降　０人　　商品券・現金各 10 万円

　支給対象者は、出生した子を養育する方で、軽米町

に１年以上住所を有している方です。

※住民登録後１年に満たない場合は、１年以上居住す

る意思がある方

・花のまち軽米こども園遊具整備　　　　２, ５０５万円

・小軽米保育園遊具整備　　　　　　　　１, ０７５万円

・花のまち軽米こども園エアコン設置　　１, ２６５万円

《すこやかベビー祝金》　　１５０万円

《高齢者長寿祝金》

　　　４０８万円

《さわやかカップル祝金》

　　　　　 １００万円

宇漢米館でのイベントの様子

かるまい文化交流センター宇漢米館

花のまち軽米こども園
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 　 　　　 　 　　　討論討論とと臨時会臨時会次は

ぎかいの視点

観光施設の指定管理に？

　チューリップフェスティバルは、
２万３千人余の観光客で賑わってい
る。
　しかし、フォリストパークはチュー
リップイベントだけで、また、ミレッ
トパークでのイベントはゼロの状況で
ある。
　観光協会だけに頼るのではなく、指
定管理を受けている団体でのイベント
企画を指導すべきではないか。
　そして、若い人や子どもたちが安心
して利用できるトイレ改修が急務であ
る。

ぎかいの視点

協働で管理する仕組みが必要

　稲作農家の担い手へ、農作業で大変
な、苗作り、水田畦畔の草刈り等の負
担を軽減し、自らの農地集積を後押し
する政策が必要。
　限られた担い手で地域を維持するに
は、多様な人の力を借りながら、農地
を協働で管理する仕組みが必要ではな
いか。

農・林・畜産振興
農地の集積・集約化、生産の効率化

《経営体育成支援（融資主体）》

６７０万円

・１経営体　野菜集出荷施設　１棟

　人・農地プランに位置付けられた中心経営体

が融資を受けて導入する施設設置費の一部を補

助し、農地の集積・集約化、生産の効率化を図

りました。

担い手確保・特徴ある農家実践支援

　町内各地区で生成された地域計画実現のた

め、意欲ある担い手を確保し、担い手を核とし

た特徴ある農家実践に支援を行いました。

・花き　　　　　１７０万円

　りんどう苗、りんどう新植資材

・野菜　　　　　２０４万円

　トラクター、中耕ローター、外盛整形版、

　ラジコン道噴、収穫車

・りんご　　　　４９７万円

　スピードスプレーヤ

・ホップ　　　　２８５万円

　スピードスプレーヤ

・じゃがいも　　１７９万円

　ミニハーベスタ

畜産経営の基盤強化と産地化を

　ブロイラー、養豚経営の価格安定対策に努め

るとともに、優良繁殖雌牛及び優良馬改良推進

と畜産基盤整備で、畜産の経営基盤の強化と産

地化に努めました。

・ブロイラー価格安定、養豚経営安定

５８７万円

・優良馬改良推進　　　　　　　　　　  ９万円

・繁殖雌牛増頭支援　県外導入 10 頭

３００万円

・繁殖雌牛増頭支援　自家産子保留 21 頭

２１０万円

国土保全と森林機能の充実を

　森林の持つ公営的機能を回復させ、国土保全

と森林機能の充実を図りました。

・人口造林　　28.64ha

《園芸振興》　１，３３４万円

《畜産産地づくり強化対策》

１，１０６万円

《森林整備事業補助金》

３００万円

商工・観光
賑わい創出に、創意工夫を

《軽米町商工会への補助金》

１，７１２万円

・商工会活動費　　　　　　　　　５１５万円

・地域活性化（夏祭り）　　　　　　１３０万円

・プレミアム付き商品券　　　　　６７０万円

・かるまいブランド販売促進支援　１１０万円

・中心商店街賑わい創出（青年部・女性部）

　　　　　　　　　　　　　　　   　８７万円

・商工会活性化事業費　　　　　　２００万円

　商工会青年部では、料理教室の初開催や、雨

天中止となった夏祭り花火大会を冬灯りと同時

開催。中心商店街の賑わい創出のため、創意工

夫された事業が展開されました。

　商品券発行は、コロナ前と同様にプレミアム

10％とし、町内消費の喚起に努めました。

チューリップ園に１７，６４２人来場

・森と水とチューリップフェスティバル　

・軽米秋まつり

・食フェスタ in かるまい

・かるまい冬灯り点灯式

・観光と物産キャンペーン

　交流人口の増大と観光振興を目的に、コロナ

前の通常開催のイベントが行うことができまし

た。

※チューリップ園入場者　　１７，６４２人

　　　　　　　　入場料　　６６４万円

※山車団支援　２０万円×６団体＝１２０万円

アイス、ポップコーンの開発

　さるなしの生産振興及びさるなしを活用した

「さるなしアイス」と「さるなしポップコーン」

の商品開発に取り組みました。

・ミル・みるハウス　　　　　　１, ０００万円

・ミレットパーク　　　　　　　　７１７万円

・雪谷川ダムフォリストパーク・軽米

　　　　　　　　　　　　　　　　８７０万円

・物産交流館　　　　　　　　　　  ６６７万円

《軽米町観光協会イベント等補助金》

１，１０３万円

《さるなし振興事業》　　１６２万円

《観光施設の指定管理》

３，２５４万円
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令和 6年度決算　監査委員の見解「これを要望します」

　事務事業の執行は計画通り進展されており、概ね適正に処理されている。しかし、かるまい文化交流セン

ターの償還のピークを今後迎えるとともに、全国的に起債枠が減少してる過疎債の活用が減少されることも

懸念され、近い将来に見込まれる施設の整備等を支障なく進めるために、一層の計画的な整備を検討いただ

きたい。

計画的な計画的な施設設備の検討を施設設備の検討を１１

３３ 職員の待遇改善で職員の待遇改善で人材確保を人材確保を

２２ 計画的な計画的な職員の育成を職員の育成を

　各部署とも人材の不足を課題としていることから、これまで以上に人材の

確保に努める必要がある。そのためには、民間企業の例を見るまでもなく、

職員の待遇改善に努めることを要望する。

　定員適正化計画を大幅に下回っている職員数の中で、一部職員の超過勤務時間が過剰となっている状況が

見受けられる。有資格者等や、特定の技能が必要な職種が多数存在するが、特定の職員に過度に依存してい

る職場も見受けられることから、計画的な職員の育成に努めてもらいたい。

令和６年度特別会計決算討論
国民健康保険特別会計

歳入　　10 億 2,710 万 9,470 円

歳出　　10 億 2,466 万 1,279 円

反　対

　国民健康保険の加入者は自営業や年金生活　国民健康保険の加入者は自営業や年金生活

者など、収入の少ない低所得者が多いため構者など、収入の少ない低所得者が多いため構

造的に財政基盤が脆弱。造的に財政基盤が脆弱。

　国民健康保険の持続的運営には国の財政支　国民健康保険の持続的運営には国の財政支

出が必要。町は子育て支援として、子どもの出が必要。町は子育て支援として、子どもの

均等割金額免除が実現可能である。均等割金額免除が実現可能である。

子どもの均等割金額免除の実現を

江江
え さ し か し ず こえ さ し か し ず こ

刺家静子刺家静子議員議員

翌年度に繰り越すべき財源は０円

のため、実質収支は 244 万８千円

の黒字となりました。

一般会計補正予算 (第３号）

総額を

７３億８０４７万円に
　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
は
、
歳
入

歳
出
２
億
６
６
６
３
万

円
を
増
額
し
、
総
額

73
億
８
０
４
７
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
前
年
度

繰
越
金
４
億
２
５
４
５
万

円
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
５
４
５
万
円
を
増
額

し
、
普
通
交
付
税
決
定
に

よ
り
１
億
２
０
６
万
円

減
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
６
５
３
８
万
円
減
な
ど

で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
県
道
二

戸
軽
米
線
工
事
に
係
る

伝
送
路
移
転
業
務
委
託

料
１
２
５
６
万
円
、
町

債
減
債
基
金
元
本
積
立

２
億
円
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
基
金
元
本
積
立

１
３
０
０
万
円
、
調
整

給
付
不
足
額
等
給
付
金

５
４
５
万
円
、
副
業
型
地

域
活
性
化
起
業
人
委
託
料

１
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

　町が三大都市圏などの企業の社員と契約を締
結し、月４日以上かつ 20 時間以上の勤務と１
日以上の滞在。経費は町が負担するが、国の特
別交付税措置の対象となる。町では、データ分
析のノウハウを生かして健康福祉分野のサポー
トを期待している。

副業型地域活性化起業人制度とは

　
新
教
育
長
の
久
保
智
克
氏
の
任
命
に
関
し
、
前

教
育
長
が
任
期
途
中
で
の
辞
職
の
た
め
、
残
任
期

間
の
８
月
１
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で
の
任
期
に
つ

い
て
は
、
第
17
回
臨
時
会
（
７
月
30
日
開
催
）
で

同
意
。
９
月
（
第
18
回
）
定
例
会
で
は
、
再
任
と

し
て
、
10
月
24
日
か
ら
３
年
の
任
期
に
関
し
、
全

員
賛
成
で
同
意
。
任
期
満
了
と
な
る
玉
舘
誠
教
育

委
員
の
再
任
に
関
し
て
も
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。
玉
舘
誠
教
育
委
員
の
任
期
は
、
10
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

略歴

昭和 59 年岩手大学教

育学部を卒業後、久慈

市立大川小教論。その

後、指導主事等を経て、

伊保内小、盛岡市緑が

丘小学校校長等を務め、

令和４年３月に盛岡教

育事務所長で退職。

略歴

平成３年軽米高校を卒業

後、自営の林業に従事し

ながら、軽米中、軽米高

校の PTA 会長等を歴任。

玉
たまだて

舘　誠
まこと

氏

久
く ぼ

保　智
としかつ

克氏

《第 17回臨時会、７月 30日開催》

２億６６６３万円増
　

久
保
新
教
育
長
の
任
命
に
同
意

　
　
　
　
　
　
　

玉
舘
教
育
委
員
の
再
任
も

補正予算
一般会計予算を 771 万 8 千円の増額

プレミアム付き
商品券の発行

公用車搭載のテレビの
NHK 受信料

６５０万円

１２２万円

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

を活用した、商工会への補助金

カーナビ搭載車 17 台分

財産取得

消防団用高視認
活動服の買入れ

８４７万円

　第 17 回臨時会は７月 30 日に開催され、久保智克氏の新教育長任命に同意、財産取得１件と一般会計補正予算（第

２号）の議案２件を全会一致で可決しました。

中中
なかむらなかむら

村村正正
ま さ しま さ し

志志議員議員

後期高齢者医療特別会計

歳入　　1 億 2,530 万 4,331 円

歳出　　1 億 2,529 万 3,565 円

　後期高齢者医療制度は、国民を年齢で区切り、別枠の　後期高齢者医療制度は、国民を年齢で区切り、別枠の

医療保険に囲い込んで負担増と差別医療を押し付けるも医療保険に囲い込んで負担増と差別医療を押し付けるも

ので、2008 年度の制度導入以来、保険料値上げが続き、ので、2008 年度の制度導入以来、保険料値上げが続き、

高齢者の生活を圧迫する重大な要因となっている。高齢者の生活を圧迫する重大な要因となっている。

江刺家静子議員江刺家静子議員

　毎年度、医療費増が続いている。医療費の　毎年度、医療費増が続いている。医療費の

財源は、国等の公費が約 5 割、残りの４割財源は、国等の公費が約 5 割、残りの４割

が 74 歳未満の現役世代からの支援金。少子が 74 歳未満の現役世代からの支援金。少子

高齢化社会が進展し、後期高齢者の所得に応高齢化社会が進展し、後期高齢者の所得に応

じた負担で、若い人たちの負担軽減を理解すじた負担で、若い人たちの負担軽減を理解す

る必要がある。る必要がある。

賛　成

反　対 高齢者の生活を圧迫する重大な要因

若い人たちの負担軽減に理解を
翌年度に繰り越すべき財源は 0 円

のため、実質収支は 1 万１千円の

黒字となりました。

中中
な か む ら ま さ しな か む ら ま さ し

村正志村正志議員議員
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第 18 回定例会第 18 回定例会

一般質問一般質問
　　６人が登壇　６人が登壇　９月４日・５日の２日間９月４日・５日の２日間

掲載されている質問・回答は要約されてい
ます。全文は町議会ホームページにて公開
しておりますので、ご覧ください。

町議会ＨＰ
QRコード▼

あなたは傍聴しましたか？

かるまいテレビでも

放送しています！

町議会では、昨年 12 月定例会から、これまでの一括質問一括答弁方式と、新たに一問一答方式を希望により選択で
きるよう試行導入しています。質問方式の違いについて紹介します。（制限時間はどちらも 60 分）

・一括質問一括答弁方式　　　議員が質問をすべて一括して質問し、その後、町長らがその質問について一括して答
　　　　　　　　　　　　　   弁を行います。質問回数は再々質問までです。

・一問一答方式　　　　　　     一つの質問事項を質問した後、町長らがその質問事項について答弁を行い、その後に
　　　　　　　　　　　　　    次の項目を質問します。全ての質問を一問一答で行います。質問回数は無制限です。

一般質問とは一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます・質問者の順番は通告した順番で行われます
・時間の制限は 60 分です・時間の制限は 60 分です

田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典
一問一答（17ページ）一問一答（17ページ）

・ドローンの活用と訓練状況

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

一問一答（16ページ）一問一答（16ページ）

・町の交流人口について

田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ
一問一答（19ページ）一問一答（19ページ）

・高齢者福祉サービスの充実
・教育支援センターの

その後の状況
茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

一括質問一括答弁（18ページ）一括質問一括答弁（18ページ）

・県立高校再編計画
・軽米町スポーツ協会の

法人化

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　　静静
し ず こし ず こ

子子
一括質問一括答弁（21ページ）一括質問一括答弁（21ページ）

・こども園、保育園の給食
・奨学金返還支援制度の創設
・水田活用直接支払

交付金と米不足 中中
なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志
一問一答（20ページ）一問一答（20ページ）

・県立高校再編計画案
・町の生涯学習推進

≪９月定例会≫

採決結果を紹介

番号等 案件内容
本会議の
採決結果

同意案① 教育委員会の教育長の任命に関し同意を求めることについて
〔久保　智克氏＝向高家、任期：令和７年 10 月 24 日から令和 10 年 10 月 23 日〕

同　意同　意
（全員賛成）（全員賛成）

同意案② 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
〔玉舘　誠氏＝屋敷、任期：令和７年 10 月１日から令和 11 年９月 30 日〕

議案①
職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例

〔地方公務員の育児休業等に関する法律の一部が改正されたこと等に伴い、部分休業
制度の拡充ほか所要の改正をしようとするもの〕

可　決可　決
（全員賛成）（全員賛成）

議案②

財産の譲渡に関し議決を求めることについて
〔役場庁舎前に設置している電気自動車（EV）用充電施設の円滑及び安定的運用を図

り、住民のサービス向上に資するため、株式会社 e-Mobility power に急速充電器、
普通充電器及び EV マークを除く電気自動車（EV）用充電設備を無償譲渡しようとす
るもの〕

議案③ 令和 6 年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定について
〔歳出決算総額 67 億 467 万 8 千円〕

認　定認　定
（全員賛成）（全員賛成）

議案④ 令和 6 年度軽米町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
〔歳出決算総額 10 億 2,466 万 1 千円〕

認　定認　定
（賛成多数）（賛成多数）

議案⑤ 令和 6 年度軽米町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
〔歳出決算総額 997 万 5 千円〕

認　定認　定
（全員賛成）（全員賛成）

議案⑥ 令和 6 年度軽米町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
〔歳出決算総額 1 億 2,529 万 4 千円〕

認　定認　定
（賛成多数）（賛成多数）

議案⑦ 令和 6 年度軽米町水道事業会計決算の認定について
〔収益的支出３億 885 万 750 円、資本的支出２億 2,649 万 9,082 円〕 認　定認　定

（全員賛成）（全員賛成）
議案⑧ 令和 6 年度軽米町下水道事業会計決算の認定について

〔収益的支出１億 4,435 万 6,368 円、資本的支出 7,495 万 1,345 円〕

議案⑨ 令和 7 年度軽米町一般会計補正予算（第 3 号）
〔2 億 6,663 万 2 千円を増額し、総額 73 億 8,046 万 5 千円〕

可　決可　決
（全員賛成）（全員賛成）

議案⑩
令和 7 年度軽米町水道事業会計補正予算（第 2 号）

〔収益的支出を２万８千円増額し、総額３億 2,281 万１千円〕
〔資本定支出を 18 万８千円増額し、総額３億 3,208 万４千円〕

議案⑪ 令和 7 年度軽米町下水道事業会計補正予算（第 2 号）
〔資本的支出を 1,505 万９千円増額し、総額 8,686 万２千円〕

議案⑫
財産の取得に関し議決を求めることについて

〔軽米町立小中学校の児童生徒の通学のため、スクールバスを買入れしようとするも
の〕

請願陳情⑧
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・教育予算の拡充をはかるための 2026
年度政府予算に係る意見書の提出を求める請願

採　択採　択
（全員賛成）（全員賛成）

発議案①

ゆたかな学びの実現、教職員定数改善と教育予算の拡充に係る意見書
〔学級編制基準の引き下げの検討や学校の働き方改革を促進し、教育の機会均等と教

育基準の維持向上をはかるため、地方財源における教育予算の確保を国の責任におい
て行うよう、政府関係機関に意見書を提出するもの〕

可　決可　決

（全員賛成）（全員賛成）

発議案② 軽米町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
〔軽米町議会議員の定数を 12 人から 10 人に削減しようとするもの〕

可　決可　決

（賛成多数）（賛成多数）
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一般質問

問問資格取得者の状況は

操縦士資格取得者３名、研修中１名

ドローンの活用と訓練状況

町長町長

問問 交流人口拡大に対する
町の取り組み状況は

観光施設の魅力向上や交通アクセス向上等
により引き続き交流人口の増加に努めていく

【
問
】　　
「
軽
米
町
総
合

発
展
計
画
」
に
は

交
流
人
口
を
令
和
７
年
に

20
万
人
、
令
和
12
年
に

30
万
人
、
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、
昨
年
度
ま
で
の

交
流
人
口
数
と
軽
米
町
総

合
発
展
計
画
を
達
成
す
る

為
の
取
り
組
み
状
況
は
。

【
町
長
】　

軽
米
町
総
合
発

展
計
画
に
お
け
る
交
流
人

口
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

雪
谷
川
ダ
ム
フ
ォ
リ
ス
ト

パ
ー
ク
・
軽
米
、
ミ
レ
ッ

ト
パ
ー
ク
な
ど
の
町
の
観

光
施
設
の
ほ
か
、
民
間
施

設
を
含
め
た
観
光
入
込
客

数
に
、
町
民
体
育
館
等
の

施
設
利
用
者
数
を
加
え
た

数
値
と
し
て
い
る
。
令
和

町の交流人口

町長町長

【
問
】　　
交
流
人
口
を
増

や
す
た
め
に
観
光

資
源
を
充
実
さ
せ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　

現
在
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
は
、
ラ

ジ
オ
放
送
、
S
N
S
、
八

戸
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
大
型
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
で

の
電
子
広
告
に
よ
る
情
報

発
信
、「
食
フ
ェ
ス
タ
in

か
る
ま
い
」「
森
林
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
折
爪
岳
」
等
で

の
体
験
・
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
見
る
だ
け
の
観
光
か

ら
高
付
加
価
値
化
・
体
験

型
の
観
光
へ
と
楽
し
み

方
も
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
今
後
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た

観
光
資
源
を
充
実
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
P
R
P
R

と
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
、
観
光

と
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
、
観
光

資
源
の
充
実
に
努
め
る

資
源
の
充
実
に
努
め
る

問問町
長
町
長

観光資源の充実化

一般質問

P
R
方
法
と
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
増
加
に
つ
な
が
る
観
光

資
源
の
充
実
に
努
め
る
。

　

町
の
観
光
施
設
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
リ
ス

ト
パ
ー
ク
、
ミ
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
、
ミ
ル
み
る
ハ
ウ

ス
の
３
施
設
は
オ
ー
プ
ン

か
ら
30
年
以
経
過
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
に
ミ
ル

み
る
ハ
ウ
ス
は
大
幅
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
以
外

の
観
光
施
設
に
つ
い
て
も

安
心
安
全
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
修
繕
工
事
を
行

い
な
が
ら
、
観
光
客
、
町

民
の
皆
様
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
施
設
と
な
る
よ
う
な

方
法
を
考
え
て
い
く
。

上上
かみやまかみやま

山山　　誠誠
まことまこと

６
年
度
約
31
万
８
千
人
と

目
標
は
達
成
し
て
い
る
状

況
だ
が
、こ
れ
を
継
続
し
、

更
に
拡
大
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
進
め
て
き
た
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
の
ほ
か
、

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
、
町
民
体
育
館
等

の
利
用
促
進
、
か
る
ま
い

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
宇
漢

米
館
で
の
賑
わ
い
創
出
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
、
S
N
S

を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

観
光
施
設
の
魅
力
向
上
や

道
路
環
境
整
備
に
よ
る
交

通
ア
ク
セ
ス
向
上
等
に
よ

り
、
引
き
続
き
交
流
人
口

の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

軽米町総合発展計画とは、町の最上位計
画としてまちづくりの指針となるもの
で、全ての計画や事業の根幹となります

田田
た な かた な か

中中　　祐祐
ゆ う す けゆ う す け

典典

【
問
】　
ド
ロ
ー
ン
の
資

格
取
得
者
の
訓
練

状
況
は
。

【
町
長
】　

ド
ロ
ー
ン
は
災

害
発
生
時
の
み
な
ら
ず
、

農
業
、
観
光
、
広
報
活
動
、

橋
梁
点
検
な
ど
、
そ
の
優

れ
た
機
動
力
が
あ
る
こ
と

か
ら
様
々
な
分
野
で
の
活

用
が
期
待
で
き
る
た
め
、

令
和
３
年
度
か
ら
毎
年
１

名
、
操
縦
士
資
格
を
取
得

す
る
た
め
、
研
修
施
設
へ

職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
操
縦
士
資

格
取
得
者
３
名
、
研
修
中

１
名
の
状
況
。
現
在
、
資

格
取
得
者
を
対
象
と
す
る

計
画
的
な
訓
練
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
資
格
取
得

者
５
名
を
目
途
に
、
部
隊

編
成
、
定
期
的
飛
行
訓
練

を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】　
現
在
、
取
得
し

て
い
る
資
格
の
種

類
は
。

【
総
務
課
長
】　

資
格
に
つ

い
て
、
民
間
の
資
格
、
国

家
の
資
格
が
あ
り
、
民
間

の
資
格
に
つ
い
て
は
各
種

団
体
が
ド
ロ
ー
ン
の
基
本

的
な
操
縦
知
識
、ス
キ
ル
、

航
空
法
関
係
法
令
の
知
識

取
得
の
た
め
、
独
自
に
講

習
内
容
を
設
定
し
て
、
一

定
の
水
準
に
到
達
し
た
方

に
対
し
て
技
能
認
定
し
、

資
格
証
書
を
交
付
し
て
い

る
。
国
家
の
資
格
に
つ
い

て
は
、
航
空
法
が
改
正
さ

れ
、
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
当
町

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
民

間
の
資
格
取
得
者
３
名
、

研
修
中
１
名
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

【
問
】　 

民
間
の
資
格
で

は
、
ど
の
範
囲
で

の
操
作
が
可
能
な
の
か
。

【
総
務
課
長
】　

100
グ
ラ
ム

未
満
の
ド
ロ
ー
ン
で
あ
れ

ば
、
資
格
が
な
く
て
も
自

由
に
敷
地
内
の
目
視
の
範

囲
内
で
の
操
作
可
能
。

100

グ
ラ
ム
を
超
え
る
よ
う
な

ド
ロ
ー
ン
に
関
し
て
は
、

航
空
法
に
基
づ
い
て
国
土

交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
、
申
請
が

必
要
。
ま
た
、
特
定
飛
行

は
、
飛
行
の
高
さ
、
あ
る

い
は
夜
間
の
飛
行
で
あ
る

等
の
場
合
に
、
民
間
資
格

を
持
っ
て
い
れ
ば
操
縦
は

可
能
。
た
だ
し
、
飛
行
の

申
請
手
続
き
と
い
う
こ
と

で
、
国
土
交
通
大
臣
の
承

認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】　
資
格
取
得
後
の

更
新
手
続
き
は
。

【
総
務
課
長
】　

民
間
の
資

格
で
は
、
３
年
を
基
本
に

更
新
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】　   

ド
ロ
ー
ン
導
入

後
の
活
動
状
況

は
。

【
総
務
課
長
】　

令
和
６
年

度
災
害
・
防
災
用
と
し
て

整
備
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
状
況
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
災
害
等
の
発
生
が
な

か
っ
た
た
め
運
航
は
行
っ

て
い
な
い
。
空
撮
用
の
ド

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
主

に
観
光
情
報
発
信
の
た
め

活
用
。
小
型
の
ド
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

の
修
繕
個
所
の
確
認
等
に

活
用
し
て
い
る
。

【
問
】　
防
災
以
外
の
利

用
は
可
能
か
。

【
総
務
課
長
】　

各
課
と
協

議
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

【
問
】　
小
学
校
・
中
学

校
で
の
訓
練
飛
行

の
実
演
は
可
能
か
。

【
総
務
課
長
】　

原
則
可
能

と
考
え
て
い
る
。
安
全
対

策
を
講
じ
た
上
で
、
学
校

側
と
も
協
議
を
進
め
、
防

災
訓
練
の
一
環
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

ドローンの活用により、人や重機
ではアクセス困難な場所への調
査や点検が可能になり、作業の安
全性と効率性が向上します
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問問高齢者が安心して暮らせる
環境作りは

地域包括ケアシステムの強化・
推進に取り組んでいく

高齢者福祉サービスの充実

町長町長

【
問
】　　
福
祉
タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
交
付
条

件
は
。

【
町
長
】　
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、
重
度

身
体
障
害
者
等
の
社
会
参

加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
申
請
の

あ
っ
た
対
象
者
に
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
券
を
交
付

し
、
利
用
料
金
の
一
部
を

助
成
し
て
い
る
。

　

対
象
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
一
級
ま
た
は
、
二
級

の
所
持
者
、
療
育
手
帳
の

障
害
程
度
A
の
所
持
者
、

80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
と
な
っ
て
い

る
。

【
問
】　   

外
出
支
援
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と

か
。

【
健
康
福
祉
課
長
】　

介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

通
院
や
日
用
品
の
買
い
物

な
ど
、
移
動
や
乗
降
者
の

介
護
が
可
能
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
目
的
で
外
出
支

教育支援センターの継続

【
問
】　　
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
て

か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
後
の
状
況

は
。

【
教
育
長
】　
昨
年
度
３
月

時
点
で
通
所
し
て
い
る
生

徒
は
、
３
人
で
あ
る
。
今

年
度
７
月
時
点
で
２
人
で

あ
る
。
各
小
中
学
校
に
お

い
て
、
保
護
者
を
対
象
に

支
援
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
や

支
援
の
内
容
等
に
つ
い
て

情
報
提
供
し
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
周
知
を
計
っ

て
い
る
。
ま
た
、
支
援
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
支

援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

教
科
の
学
習
ド
リ
ル
の
他

に
体
験
学
習
も
で
き
る
よ

う
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

取
り
入
れ
て
い
る
。

【
問
】　　
今
ま
で
利
用
し

て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
に
戻
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
。

【
教
育
長
】　

通
所
し
て
い

た
中
学
生
の
一
人
は
高

等
学
校
へ
進
学
を
果
た

し
、
も
う
一
人
は
、
学
校

で
通
常
の
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
も
う
一
人

は
、
引
き
続
き
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
に
通
所
し
て
い

る
が
、
昨
年
月
５
回
か
ら

今
年
に
入
り
、
月
11
回
に

増
え
た
。
さ
ら
に
学
校
へ

の
登
校
が
複
数
回
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
状

況
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い

る
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

そ
の
後
の
状
況
は

生
徒
の
前
向
き
な
姿
勢
が

生
徒
の
前
向
き
な
姿
勢
が

み
ら
れ
、
状
況
の
改
善
が

み
ら
れ
、
状
況
の
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る

図
ら
れ
て
い
る

問問教
育
長

教
育
長

問問 軽米高校存続のための
今後の取り組みは

関係団体等が連携して推進するこ
とで教育活動の一層の充実を図る

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
県

教
育
委
員
会
に
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
、
こ
う
し
た

教
育
活
動
と
そ
の
成
果
を

広
く
発
信
で
き
る
よ
う
支

援
し
、
制
服
購
入
助
成
や

副
食
給
食
の
提
供
、
各
種

検
定
料
の
助
成
等
、
教
育

県立高校再編計画

教育長教育長

一般質問

【
問
】　
軽
米
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
法
人
化

は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

議
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

【
教
育
長
】　

軽
米
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
事
務
局
を

担
っ
て
い
る
軽
米
町
教
育

委
員
会
事
務
局
か
ら
、
理

事
の
皆
様
に
ご
案
内
を
し

て
い
る
が
、
開
催
日
時
の

決
定
や
議
事
の
内
容
等
は

軽
米
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

作
成
で
あ
る
た
め
、
議
事

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
経
緯

今
後
の
進
め
方
は

情
報
収
集
の
う
え
、
調
査
研
究

情
報
収
集
の
う
え
、
調
査
研
究

問問
教
育
長

教
育
長

スポーツ協会の法人化

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
現
在
の
と
こ
ろ
、

ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
法
人

化
に
向
け
た
直
接
の
相
談

等
は
な
く
、
法
人
化
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
県
内
の
各
種
団
体

で
は
法
人
化
の
動
き
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
法
人
化
の

目
的
や
組
織
形
態
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等

に
つ
い
て
情
報
収
集
の
う

え
、
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

田田
た む らた む ら

村村　せつ　　せつ　

援
を
希
望
す
る
場
合
は
、

介
護
保
険
外
と
な
る
。
今

年
度
は
、
移
動
支
援
に
つ

い
て
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
集
ま
り
の
場

ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い

方
々
を
住
民
同
士
で
協
力

し
て
送
迎
を
行
う
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

【
問
】　
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
く
昨
今
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

は
。

【
町
長
】　

町
と
し
て
は
、

今
後
も
「
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
」
が
連
携
し
、

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て

い
く
よ
う
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
強
化
・
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

福祉タクシー助成券は、生活の
質向上、社会参画の促進につな
がります

【
問
】　
「
第
３
期
県
立

高
等
学
校
再
編
計

画
（
当
初
案
）」
の
説
明

に
対
す
る
現
教
育
長
の
考

え
は
。

【
教
育
長
】　

県
教
育
委
員

会
は
、
今
回
の
高
校
再
編

計
画
を
公
表
し
た
以
前
に

県
内
の
各
市
町
村
教
育
委

員
会
を
訪
問
し
、
説
明
を

行
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
高
校
再
編
計
画
の

内
容
説
明
で
、
賛
同
を
求

め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
理
解
し
て
い
る
。

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
県

立
高
等
学
校
再
編
計
画

（
当
初
案
）
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
が
、
こ
の

再
編
計
画
の
内
容
・
説
明

か
ら
で
は
、
今
後
の
教
育

活
動
の
充
実
と
、特
色
化
・

魅
力
化
を
推
進
す
る
具
体

的
な
取
り
組
み
が
見
通
せ

な
か
っ
た
た
め
、
賛
成
で

き
か
ね
る
も
の
と
受
け
止

め
た
。
今
後
の
軽
米
高
校

の
教
育
活
動
の
充
実
の
た

め
に
、
効
果
的
な
支
援
を

強
く
お
願
い
し
た
。

【
問
】　
軽
米
高
校
存
続

の
た
め
、
今
後
は

本
気
で
町
民
・
行
政
・
学

校
・
議
会
・
そ
れ
ぞ
れ
地

域
が
連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
教
育
長
】　

小
規
模
校
の

良
さ
を
生
か
し
た
習
熟
度

別
学
習
な
ど
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
教
育
活
動

の
展
開
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
長
い
実
践
の
中
で

培
っ
て
き
た
進
学
コ
ー
ス

と
就
職
・
専
門
学
校
コ
ー

ス
等
の
指
導
の
充
実
が
図

一般質問

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　　隆隆
たかしたかし

　　　　　　　　　　　　

軽米高校存続のため、今後も様々な取り組み
が必要です

環
境
の
構
築
に
引
き
続
き

取
り
組
み
、
高
校
と
町
、

教
育
委
員
会
、
関
係
団
体

等
と
連
携
し
て
推
進
す
る

こ
と
で
「
地
域
校
」
と
し

て
の
教
育
活
動
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。



21 20かるまい議会だより〔令和７年９月定例会号〕 かるまい議会だより　№ 243　2025.11.12 発行

一般質問

問問 保育園給食に主食提供を

主食費無償化を検討

こども園、保育園給食

町長町長

【
問
】　
保
育
園
で
は
３

歳
児
か
ら
５
歳
児

は
、
ご
飯
（
主
食
）
を
持

参
し
て
い
る
。
ご
飯
も
無

償
提
供
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
の
対

応
、
栄
養
士
の
配
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】　

国
の
制
度
は
、

主
食
費
・
副
食
費
を
実
費

徴
収
と
さ
れ
て
い
る
。
町

で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

副
食
費
は
無
償
に
し
て
き

た
。
主
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

栄
養
士
を
配
置
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
等
を
行
っ

て
い
る
。

奨学金返済支援制度を

【
問
】　
町
の
奨
学
金
制

度
は
、
貸
付
金
額

や
返
済
な
ど
、
現
在
の
物

価
高
に
対
応
で
き
て
い
る

の
か
。

【
教
育
長
】　

貸
与
金
額

は
、
平
成
23
年
度
に
条
例

改
正
し
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
の
物
価
高
騰
に
対
応

で
き
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。返
済
金
滞
納
も
あ
る
。

【
問
】　　
町
内
に
就
職
し  

た
若
者
に
奨
学
金

返
還
免
除
の
制
度
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】　

都
市
部
の
学

生
等
の
地
方
定
住
を
促
し

た
り
す
る
と
考
え
ら
れ
て

町
内
に
就
職
し
た
若
者
に

奨
学
金
返
還
免
除
の
制
度
を

有
効
な
施
策
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る

有
効
な
施
策
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る

問問教
育
長

教
育
長

お
り
、
有
効
な
施
策
の
一

つ
と
捉
え
て
い
る
。

【
問
】　
若
者
の
地
方
定

着
促
進
に
係
る
特

別
交
付
税
措
置
制
度
の
活

用
は
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】　

町
の
奨
学
金

を
含
め
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
。

水田活用直接支払交付金対応

【
問
】　
政
府
は
転
作
水

田
に
５
年
に
一
度

の
水
張
り
要
件
を
見
直
し

た
が
、
農
家
へ
の
対
応
を

伺
う
。

【
町
長
】　

水
張
り
要
件

は
、
速
や
か
に
水
田
に
戻

せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
狙

い
が
あ
っ
た
が
、
一
方
で

農
家
の
多
様
な
経
営
を
制

限
す
る
と
い
う
課
題
も
あ

り
、
水
張
り
し
な
く
て
も

対
象
水
田
と
し
て
の
要
件

を
満
た
し
、
自
由
に
活
用

水
張
り
要
件
見
直
し
に
対
す
る

農
家
へ
の
対
応
は

農
家
へ
の
お
知
ら
せ
、問
い
合
わ
せ
等
随
時
、

農
家
へ
の
お
知
ら
せ
、問
い
合
わ
せ
等
随
時
、

対
応
し
て
い
る

対
応
し
て
い
る

問問町
長
町
長

一般質問

問問軽米高校の
　　　１学級減について

現時点では賛成できかねる

【
問
】　
県
立
高
校
再
編

計
画
案
が
公
表
さ

れ
、
定
員
割
れ
の
続
く
地

元
軽
米
高
校
は
来
年
度
か

ら
１
学
級
と
す
る
と
報
道

さ
れ
た
。
40
人
定
員
１
学

級
と
な
っ
た
場
合
、
中
高

一
貫
校
は
継
続
さ
れ
る
の

か
。

【
教
育
長
】　

軽
米
高
校
の

令
和
８
年
度
学
級
編
成
に

つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員

会
が
公
表
し
た
第
３
期
県

立
高
校
再
編
計
画
で
募
集

定
員
を
１
学
級
減
の
40
人

と
し
た
。
こ
の
再
編
計
画

と
中
高
一
貫
教
育
は
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
中
高
一
貫
校

の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
な

い
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。

【
問
】　
中
高
一
貫
校
で

は
、
隣
接
市
町
村

か
ら
の
入
学
者
受
入
れ
が

で
き
ず
、
軽
米
高
校
へ
の

進
学
希
望
者
が
減
る
の
で

は
と
心
配
す
る
が
。

【
教
育
長
】　

軽
米
中
学
校

か
ら
の
連
携
に
よ
る
志
願

者
が
40
人
に
達
し
た
場
合

は
、
定
員
を
満
た
す
こ
と

か
ら
、
隣
接
市
町
村
か
ら

の
入
学
者
の
受
け
入
れ
は

出
来
か
ね
る
。
こ
の
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施
し

て
き
た
中
高
一
貫
校
の
連

携
入
試
及
び
一
般
入
試
の

ル
ー
ル
に
則
っ
て
実
施
さ

れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

軽
米
高
校
へ
の
入
試
に
つ

い
て
は
、
受
験
生
や
そ
の

保
護
者
の
不
安
が
解
消
さ

れ
る
よ
う
、
適
切
に
支
援

し
て
い
く
。

県立高校再編計画

教育長教育長
中中
なかむらなかむら

村村　　正正
ま さ しま さ し

志志

【
問
】　
軽
米
高
校
の
１

学
級
減
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
る
か
。

【
教
育
長
】　

現
時
点
で
の

説
明
で
は
、
賛
成
で
き
か

ね
る
。
し
か
し
、
軽
米
高

校
の
８
年
度
か
ら
の
学
級

編
成
は
、
設
置
者
で
あ
る

岩
手
県
教
育
委
員
会
の
判

断
に
よ
る
も
の
。
１
学
年

１
学
級
と
な
っ
た
場
合
、

再
編
計
画
で
は
、
学
校
の

最
低
規
模
が
１
学
年
２
学

級
と
示
さ
れ
る
一
方
で
、

所
在
地
の
自
治
体
等
と
連

携
し
、
教
育
活
動
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
１
学
年
１
学
級
の
普

通
高
校
は
「
地
域
校
」
と

し
て
、
学
び
の
機
会
が
保

証
さ
れ
る
こ
と
も
明
示
さ

れ
て
お
り
、「
地
域
校
」

と
し
て
存
続
し
て
い
く
見

通
し
で
あ
る
。

【
問
】　
今
後
の
町
の
取

り
組
み
は
。

【
教
育
長
】　

軽
米
高
校
は

こ
れ
ま
で
、
小
規
模
校
の

良
さ
を
生
か
し
、
習
熟
度

別
学
習
を
実
施
す
る
な

ど
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
教
育
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
進

学
コ
ー
ス
と
就
職
・
専
門

学
校
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

進
路
希
望
を
実
現
さ
せ
る

な
ど
、
大
き
な
成
果
と
実

績
を
長
年
に
わ
た
っ
て
積

み
重
ね
て
き
て
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
、
軽

米
高
校
の
特
色
で
あ
り
、

大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
生
徒

各
自
が
希
望
す
る
進
路
の

実
現
や
教
育
の
質
の
保
証

が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、
県

教
育
委
員
会
に
対
し
教
員

配
置
に
配
慮
す
る
こ
と
な

ど
を
、
今
後
も
強
く
要
望

し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
制

服
購
入
や
副
食
給
食
の
提

供
等
、
軽
米
高
校
の
教
育

環
境
の
構
築
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家  静静
し ず こし ず こ

子子

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

交
付
金
の
要
件
等
、
農

家
へ
の
お
知
ら
せ
、
戸
別

問
い
合
わ
せ
も
随
時
、
対

応
し
て
い
る
。

主食の無償化により、少子化対策や、子育
て支援としての効果も期待できます

軽米高校への入学希望者を減らさないためにも、
受験生や保護者に対して適切な支援が必要です
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 　 　　　 　 　　　町民インタビュー町民インタビュー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かるまいかるまい町町にに住住んでみてんでみて次は

町政調査会の活動報告

今年で 13 年連続今年で 13 年連続

軽米病院環境整備活動

～音更町議会との交流深める～

　　　　　　　　　　　　　　　　議員９名が来町議員９名が来町

議会の活動報告
軽
米
秋
ま
つ
り

軽
米
音
頭
流
し
踊
り
に
参
加

軽米音頭流し踊りに９名の議員が参加

　　
今
年
も
町
政
調
査
会
は
、
軽
米

今
年
も
町
政
調
査
会
は
、
軽
米

秋
ま
つ
り
中
日
の
９
月

秋
ま
つ
り
中
日
の
９
月
1414
日
に
開

日
に
開

催
さ
れ
た
、
軽
米
音
頭
流
し
踊
り

催
さ
れ
た
、
軽
米
音
頭
流
し
踊
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
９

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
９

名
の
議
員
は
、浴
衣
と
半
纏
姿
で
、

名
の
議
員
は
、浴
衣
と
半
纏
姿
で
、

軽
米
町
役
場
の
職
員
と
と
も
に
町

軽
米
町
役
場
の
職
員
と
と
も
に
町

内
を
練
り
歩
き
、
笑
顔
で
踊
り
な

内
を
練
り
歩
き
、
笑
顔
で
踊
り
な

が
ら
地
域
住
民
と
交
流
し
、
祭
り

が
ら
地
域
住
民
と
交
流
し
、
祭
り

の
賑
わ
い
づ
く
り
と
伝
統
行
事
の

の
賑
わ
い
づ
く
り
と
伝
統
行
事
の

継
承
に
貢
献
し
ま
し
た
。

継
承
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
町
政
調
査
会
は
、７
月

町
政
調
査
会
は
、７
月
1212
日
、
日
、

今
年
で

今
年
で
1313
年
連
続
と
な
る
県
立

年
連
続
と
な
る
県
立

軽
米
病
院
の
環
境
整
備
活
動
を

軽
米
病
院
の
環
境
整
備
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
議
員
９
名
の
ほ

行
い
ま
し
た
。
議
員
９
名
の
ほ

か
、
軽
米
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

か
、
軽
米
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
職
員
に
ご
協

ン
タ
ー
の
会
員
と
職
員
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
花
壇
の
草
取
り

力
い
た
だ
き
、
花
壇
の
草
取
り

や
、
駐
車
場
周
辺
の
草
刈
り
、

や
、
駐
車
場
周
辺
の
草
刈
り
、

高
所
作
業
車
を
用
い
た
高
い
樹

高
所
作
業
車
を
用
い
た
高
い
樹

木
の
枝
切
り
な
ど
を
行
い
、
県

木
の
枝
切
り
な
ど
を
行
い
、
県

立
軽
米
病
院
の
景
観
美
化
と
安

立
軽
米
病
院
の
景
観
美
化
と
安

全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

～令和会による視察研修～

宮城県議会議員７名が来町宮城県議会議員７名が来町

　
７
月
７
月
2222
日
、
日
、
2323
日
の
２

日
の
２

日
間
、
音
更
町
議
会
議
員

日
間
、
音
更
町
議
会
議
員

９
名
と
事
務
局
２
名
を
迎

９
名
と
事
務
局
２
名
を
迎

え
入
れ
、
表
敬
訪
問
並
び

え
入
れ
、
表
敬
訪
問
並
び

に
視
察
調
査
に
、
軽
米
町

に
視
察
調
査
に
、
軽
米
町

議
会
議
員

議
会
議
員
1010
名
他
、
町
長

名
他
、
町
長

ら
が
対
応
し
ま
し
た
。
歓

ら
が
対
応
し
ま
し
た
。
歓

迎
会
並
び
に
研
修
会
で
は

迎
会
並
び
に
研
修
会
で
は

軽
米
町
の
概
要
説
明
の
ほ

軽
米
町
の
概
要
説
明
の
ほ

か
、
議
会
の
運
営
等
に
つ

か
、
議
会
の
運
営
等
に
つ

い
て
、
上
山
議
会
運
営
委

い
て
、
上
山
議
会
運
営
委

員
長
が
説
明
を
行
い
、
続

員
長
が
説
明
を
行
い
、
続

い
て
両
議
会
の
議
員
が
自

い
て
両
議
会
の
議
員
が
自

己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
の
な
り
手

そ
の
後
、
議
員
の
な
り
手

不
足
や
、
今
後
の
議
員
活

不
足
や
、
今
後
の
議
員
活

動
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

動
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
か
る
ま

　

２
日
目
に
は
、
か
る
ま

い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
宇
漢
米
館
）
の
施
設
見

（
宇
漢
米
館
）
の
施
設
見

学
や
、

学
や
、((

株株))

十
文
字
チ

十
文
字
チ

キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
バ
イ
オ

キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
で
の
ビ
デ
オ

マ
ス
発
電
所
で
の
ビ
デ
オ

に
よ
る
施
設
説
明
と
、
見

に
よ
る
施
設
説
明
と
、
見

学
を
実
施
、最
後
に
ミ
ル
・

学
を
実
施
、最
後
に
ミ
ル
・

み
る
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
地

み
る
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
地

元
特
産
品
の
購
入
を
通
じ

元
特
産
品
の
購
入
を
通
じ

て
、
参
加
者
同
士
の
交
流

て
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

を
深
め
ま
し
た
。

　
８
月
８
月
1919
日
、
宮
城
県
議
会

日
、
宮
城
県
議
会

令
和
会
（
宮
城
県
議
会
の
同

令
和
会
（
宮
城
県
議
会
の
同

期
で
構
成
す
る
議
員
の
会
）

期
で
構
成
す
る
議
員
の
会
）

７
名
が
軽
米
町
を
訪
れ
、
視

７
名
が
軽
米
町
を
訪
れ
、
視

察
研
修
・
町
内
調
査
を
行
い

察
研
修
・
町
内
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
町
の
概
要
や
再
生

ま
し
た
。
町
の
概
要
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
町
内
施

い
て
意
見
交
換
し
、
町
内
施

設
の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

設
の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

宮城県議会議員視察研修　集合写真

音更町議会行政視察研修　集合写真

意見交換会の様子

歓迎のあいさつ かるまい文化交流センター（宇漢米館）
施設見学 議場の見学 （株）十文字チキン

カンパニー視察 議員９名の他、軽米シルバー人材センター等の多数の
方々から参加していただきました。

駐車場周辺の草刈り駐車場周辺の草刈り

高所作業車を使った枝払い高所作業車を使った枝払い

きれいになった花壇きれいになった花壇

植木の剪定作業植木の剪定作業花壇の草取り花壇の草取り
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定
年
を
機
に
軽
米
へ

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　
い
つ
か
は
妻
の
実
家
で
あ
る

軽
米
町
で
暮
ら
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
定
年
を
機
に
移

住
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　 

住
み
や
す
い
町

☟
軽
米
町
の
印
象
は
？

　
自
然
が
多
く
、
不
便
な
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

生
活
必
需
品
は
町
内
で
そ
ろ
う

し
、
特
に
不
便
さ
は
感
じ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
震
や
大
雨
な
ど

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る

中
、
軽
米
町
は
比
較
的
少
な
く

て
住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

☟
今
、
身
の
回
り
で
関
心
が
あ
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

　
野
菜
作
り
。
義
母
や
近
所
の

方
々
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

か
る
ま
い
テ
レ
ビ
で
の
情
報
発
信

☟
軽
米
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
？

　
か
る
ま
い
テ
レ
ビ
。
外
出
が

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に
来
ら
れ
た

方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会
議
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています む
ず
か
し
い
高
齢
者
や
身
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
も
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
や
情
報
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
と
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

☟
他
の
市
町
村
の
ほ
う
が
良
い
と
思

う
と
こ
ろ
は
？

　
軽
米
町
内
に
医
療
機
関
が
少

な
い
の
で
、
そ
の
部
分
に
関
し

て
は
他
市
町
村
の
ほ
う
が
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

☟
今
後
、
軽
米
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
少
子
化
が
進
む
な
か
、
町
内

唯
一
の
高
校
で
あ
る
軽
米
高
校

が
来
年
度
か
ら
一
学
級
減
に
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
軽
米
高

校
の
存
続
と
、
若
者
が
定
住
し

た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
を
望
み
ま
す
。

軽米町議会だよ
りはこちらから

小
こばやし

林　良
りょうじ

二 さん
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